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声 母 原 財 的 仮 名 表 記
唇音 消（科母・非母） ハ行（訂ハン 郎ヒイ 風フヲン 飛フイ 杯ホイ 福＊）
次消（榜母・敷母） ハ行（泊ハア、 開ヒヤウ 撤とイ 費フィ 沐ホヘン 配ホイ）
濁（並母・奉母） ハ行（罷ハア、／パア、 比ヒイ 否ヘウ 鳳ホン）
消濁（微母） ア・ワ行（唇音軽） （味ウイ 物ウェッ 末ウイ 網ワン 無ウヽ）
（明母） マ行（唇音煎） （馬マアヽ 売マイ 明ミン 勉メン 母モウ）
舌音 惰（端母・知母） タ行（到タウ 珍チン 中チョン 蜘ツウ 等テン 対トイ）
次清（透母・微母） タ行（太タイ 閲チャン 娯ツウ 屁テイン 托トッ 脱卜）
濁（定母 ・ 橙母） タ行（踏タウ 纏チヱン 茶ツヱヽ 迭テツ 徒トウ）
清濁（泥母・娘母） ナ行（拿ナア 耐ナイ 泥ニイ 内ヌイ 錫ネツ 奴ノウ）
牙音 清（見母） カ行（告カウ 狡キャウ 光クワン 更ケン 箇コウ）
次i青（渓母） カ行（開カイ 軽キン ロケウ 客ケ 恐コン 款クワン）
濁（群母） カ行（僑キャウ 勤キン 拳キエン 件ケン 健ケン）
惰濁（疑母） カ行・ア・ワ行 ・ ナ行（偶ゲウ 五ウ、 外ワイ 牛ニウ）
歯音 消（精母・照母 ・心母·杏母） サ行・タ行のチ・ツ（早サウ 手シウ 正チン 進ツィン）
次清（清母・穿母） サ行・ク行のチ・ツ（猜サイ 春チュン 葱ツヲン 行ツイン）
濁（従母・沐母・邪母·樟母） サ行・タ行のチ ・ ツ（上シャン 儘ツイン 像スヤン 盛チン）
喉音 消（暁母） ハ行（歓ハン 好ハウ 戯ヒイ 休ヒウ）
消（影母） ア ・ワ行・ハ行・ヤ行（愛アイ 狂ワン 花ハア、 幼ユウ） -
濁 （匝母） ア・ワ行・ハ行 (i鳳ウヲン 皇ワン 厚ヘウ 学ヒョッ 何ホウ）
消濁（咲母） ア ・ ワ行・ヤ行（韻イユン 王ワン 夜ヱヽ 尤ユウ 用ヨン）
舌歯 消濁(8母） サ行・ラ行（如シュイ 慈ジン 然ゼン ニルウ 児ルウ）
音 消濁（来母） ラ行（煽ラン 了リヤウ 領リン 棲レウ 裔ロヲン）
〇唇音
唇音の消、 次消、 濁には、 ハ（バ） 4行が現れている。消濁はア ・ ワ行とマ行で転写され
ているが、 ア ・ ワ行は徴母字であり、 マ行は明母字である。
明母字に問題がない。微母字は中世庖音の場合ではハ・バ行に集中して、 マ行での転写も
ある。 これに対して、「和唐珍解Jではア ・ ワ行で転写されている。微母のハ ・ バ行転写は
中世「唐音においては軽唇音化が生じていたこと、 またその範囲・程度はともかくとしても、
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◎舌音
舌音の泊、 次消、 濁には、 夕（ダ）行が現れている。i距蜀はナ行で転写されている。
高松(1982)では中国原音の舌頭音は夕行で、 舌上音はサ行で其々区別して転写されてい
るとされている。 r和唐珍解Jでは、 既に舌頭音と舌上音の区別がなく、 全て夕行で転写さ




牙音の消、 次消、 濁に屈する字は力行で転写されている。j背渇にア ・ ワ行、 力（ガ）行、
ナ行が現れている。
唐音の疑母について、 有坂(1957 : 185-220)ではア行とガ行、 また疑母の後に来る渉り









歯音はサ行及ぴチ・ツで転写されている。有坂(1957 : 185-220)、 高松(1982)に用いら
れた中世庖音資料においてサ行だけで転写されている。 しかし、 近世になると、 サ行のほか、
チ・ツでの転写も現れている。
これは中国原音のアフリカータ化が日本語のそれより早く生じていたことと関わっている
と有坂(1957 : 185-220 • 563-570)に述べられている。 チ・ツがまだアフリカータ化を生じ
ていなかった鎌倉時代において、既にアフリカータ化が起こった中国原音を転写する際、 サ
行で転写していた。江戸時代に入ると、 日本語のチ・ツは既にアフリカータ化したので、 中
国原音を転写する際、 サ行の他、 チ ・ ツも用いられるようになった。
◎喉音
喉音には影母がア・ワ行、 ハ行、 ヤ行で、匝母がア ・ ワ行とハ行で、 喩母がア ・ ワ行とヤ
行で転写されているが、 暁母は4例しかないが全部ハ行で転写されている。
中世唐音の場合は暁母が原則として力行で転写されているが、 近世に入ると、 日本語のハ



































eン ． u ン（直音転写においても拗音転写においてもほぼ三等字）





iン（直音転写においては三等字 ・ 拗音転写 7 は四等字）
成摂 aン（一等字） eン(= •三•四等字）
まず、韻尾について、中国原音の唇内鼻音mと舌内鼻音nは中世においても近世においても、
日本語のンで転写されているが、喉内鼻音ngは中世の場合、ンとウの両形で転写されていた。
これに関して、 有坂(1957 : 185-220)、奥村(1955)、 蒻松(1982)、 楊沢(1987)などが挙
げられる。諸氏の説は凡そに次のようである。
有坂(1957 : 185-220)：江・宕摂はウ、 梗・歯摂ン、 通摂はン（多）とウ（少）
奥村(1955)：江・宕摂はウ、梗・曽摂はン、通摂はン（一等と二三四等の一部）ウ（二三四等の一部）
高松(1982)：江 ・ 宕摂はウ、 梗．灼・通摂はン。
湯沢(1987)：江・宕摂はウ（ただし、江摂は究科によりンが相半ばする）、梗・曽摂ン（但し、 梗摂
は資科により少数のウもある）、通摂はン（資料によりウもある）











有坂(1957 : 185-220)、 湯沢(1987)に使われている中世唐音焚科において、 梗摂字はほ
ぽ-iー と―aーで転写されている。 しかし「和座珍解」ではーiー と―eー になっている。 ここで注目
されるのは梗摂二等字の一e一転写である。
有坂(1957 : 185-220) : -jー 軽キン正シン名ミン静ジン・・. -a- 更カン生サン行アン宏ワン…
湯沢(1987) : 一i- 正シン名ミン硝ツイン命ミン・ ,. -a— 更カン生サン行アン宏ワン・・・
「和唐珍解J : 一i- 軽キン正チン静ツイン誼ツイン... -eー 斑ケン生スヱン冷レン扮ツェン・・・
中古音を探るのにも使われる「漢語方音字訛J 8 0962) を調べてみると、 梗摂二等字は
江南の蘇州方言では一aーであるのに対して、 閻南の潮州方言は—eーである。 又、r和唐珍解J
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＇ヽ．
と同じように梗摂二等字を一e-で転写する資料に岡島冠山の唐話辞杏が挙げられる。
r唐話纂要J : 一i- 軽キン正チン名ミン餡ツイン••• -e- 更ケン生ス ・ エン冷レン掛ツェン ・・・
r店訳便覧J:+ 軽キン正チン名ミン請ツイン••• -e- 更ケン生スヱン冷レン撓ツヱン・・・
この点において、 本資料の唐音と岡島冠山の唐話辞むとの共通点を指摘できるだろう％
◎入声韻尾













十六摂 原則的仮名表記 十六摂 原則的仮名表記
通摂 -oツ —o 辣摂 -iツ ーuツ ーi -o 
江摂 -oツ 山摂 -aツ ーeツ ーa -e 
宕摂 -aツ ーOツ 一a -o 深摂 —iツ -i



























ー等 二等 ＝等 四等 俯考
聾摂 -aイ・一uイ・ -aイ（唇音と拗 -iイ• -eイ
-oイ 音転写の牙音）
効摂 -aウ（直音転写） -aウ（直音転写） -aウ（拗音転写） -aウ（拗音転写）
流摂 -eウ -iウ• -uウ -uウ
遇摂 -uウ（直音転写） —ユイ（拗音転写） -uヲ（伯音）
-oウ（直音転写）
恨摂 -a- 声母＋ヱ·ヱ
止摂 -uウ （歯音・半歯音・舌上音） 一iイ・一uイ．oイ（その他）
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拗音で転写されたーイは三等に多く分布する傾向が見られる。 —uヲで転写される3例（錯ツ
ヲ・楚ツヲ•初ツヲヽ）は共に声母が歯音の字である。
恨摂は拗音で転写されている。 しかし、 恨摂二等字において、 拗音の形で転写されながら、





舌上音の字である。 又、 ーウの前に来る餓母がuである。 そうではない場合はーイで転写さ
れている。但し、 歯音の字がーイで転写される場合もあれば、 ーイ転写の前に来る韻母がuで
ある場合もある。
































1957: 246) をした後の形だろう。「胞」の期待される唐音形はハウであるが、 ここでは「引


















稿の考察では、 梗摂二等字の心転写や「茶」字の-e—転写などのような、 江南音では なく、
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l\\lilJ方言を反峡している例も見出せた。 こうなると 、 この系統の思音の必づいた中国原音1こ




2 紐を利用に閃して、 小池(I%9)はI和慮玲坪』本文の店音を 、 阿烏冠山の“詰絆歯、 11110蝉J
の渇文と比較して．『和むや罫J木文の虚も11「r店誌纂喫J.「Ii吾糧俗括類」 、 「店釈便覧J、 「l!ll屯
虹Jなどの丸写しJだけではなく 、 r丸写しにしながら、 誤記しているJ処もあり 、 作者の府泉三
祁には紆音の実力がないと指摘している． これに対して 、 近藤(19&))は間8冠山の息岳絆誓が俎
話手引きとして 、 選飴を検索するほ、 検索したい店音を閏単に見つけることができないが、 酒落＊
f:fO印靖』に、数多（の磁音を用いている。 しかも 、図烏冠山の磁話辞111にない店話や、「四桟輝J
から引用した漢文に名を付したことから、 唐来三和1こ 、 困音知誼を持っていると考えている。
3 片仮名が付されていないのは2'i'だけ 、 1碑（『租唐珍科』における中国語の通し瞥号． 以下同





5 全7例I:6閃が罰音で転写されている。 但し r人」と「B』はそれぞれ渇点を総さない転写舌も
持っている。
6 「田I畑音の111i苓字であるので、 原則としてーインでの転写が期待されている。 ここでは、「性」
のスエイは霧声廿符の［生JIこうlかれたと考えておく 。 r生Jヽよ薗音の二等字で、 『和店B解Jに”
エンで転ヰされている．
7 深摂1こ褐音転写が r、l•J 1例しかない。 r心•Jは鈴音スインで転写されると同内に、 シンでの転
写も見られる ．
8 編纂のg的はし 中印各貼の万苔と北文名との比較 2. 各地方言のIllの帽互比較 3. lJ!代も
と中古音との比較（中8の沢1:t著者による）．
9 本裟では r�店珍屏J と岡良冠山の店話詐密との関係について、 今後の課俎として譲る。
10 但し 、 江原の鼻音Ill尾は•aンであるのに対して 、 入声韻尾は→ツである。 又、 対応しながら 、 鼻
音胡足の付摂←1ン 、 衷惧に —eンを其々持っているが、 入声帆尾は欠いている。 同じように入声祖
尾の宕損につツ(-o)を持っているが、 鼻音禎屠は•Oンが欠いている。 これ9:Iおそらく用例歎と関
わっていると考えられる 。 用例数が増えると、 刃応する111l母も税tしてくるだらう 。
11 屈l"1では口甜音は•cであるが、 訳曹音は•aである．
12 口の所にある片仮名は判床し穀いもの．
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